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CCBOXから電線保護管まで�
幅広いニーズに応える�
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クボタシーアイの電力・通信用保護管�
�

幅広いニーズに応える�
ビニル電線管�
電気絶縁性・耐食性に優れ、配管施工も容易。

高層ビルから一般住宅の屋内外の配線に。�

ケーブル保護管�
インフラ整備に必要な安全性・施工性・経済性を兼備。�

最適な地中化環境の構築をサポートします。�

Ｋレックス（波付硬質ポリエチレン管）�
可とう性に優れながらも、十分な偏平強度を

保持。空港・港湾、河川、公園、レジャー施設

のケーブル保護管に適合します。�
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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
揃
い
で
佳
い
お
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
格
別
の

ご
愛
顧
と
ご
支
援
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
�

�　
当
社
は
、昨
年
十
一
月
十
四
日
、ガ
ス
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

及
び
同
継
手
に
関
し
て
独
占
禁
止
法
違
反（
価
格
カ
ル
テ
ル
）

の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、公
正
取
引
委
員
会
の
立
入
検
査

を
受
け
ま
し
た
。
被
疑
事
実
に
つ
き
ま
し
て
は
真
摯
に

受
け
止
め
、深
く
反
省
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、皆
様
方
に
は
、大
変
な
ご
心
配
並
び
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
を
徹
底
し
、信
頼
回
復
に
向
け

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
�

　
本
年
は
、「
禊
ぎ
の
年
」
と
心
得
、襟
を
正
し
本
業
に

社
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
、皆
様
の
お
役
に
立
て
る
企
業

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
経
営
理
念
に
掲
げ
て

お
り
ま
す
と
お
り
、『
技
術
を
創
る
』『
夢
に
挑
戦
す
る
』

『
人
を
大
切
に
す
る
』
を
一
つ
一
つ
具
現
化
し
て
い
き
、『
信
頼

に
応
え
る
』に
結
び
付
け
て
い
け
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。
�

　
そ
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、各
市
場
に
新
製
品
、

新
技
術
を
順
次
投
入
し
、皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、海
外
事
業
も
今
年
か
ら
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
致
し
ま
す
。
第
一
弾
と
し
て
、中
国
市
場
に
新
し
い

配
管
シ
ス
テ
ム
を
ご
提
案
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
�

　
こ
の
よ
う
に
、掲
げ
た
課
題
を
着
実
に
推
進
し
、信
頼
回
復

に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、何
卒
、倍
旧
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
�

�　
末
筆
な
が
ら
、皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
ご
繁
栄
を
祈

念
致
し
ま
し
て
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
�

年
頭
に
あ
た
り
�

 
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
�

謹　賀　新　年�

代
表
取
締
役
常
務�

取
締
役 

製
造
本
部
長（
兼
）供
給
管
理
部
長�

取
締
役 

営
業
本
部
長（
兼
）市
場
企
画
部
長�

取
締
役 

経
営
統
括
部
長�

取
締
役 

営
業
本
部
副
本
部
長�

（
兼
）管
更
生
・
土
木
営
業
部
長�

笠

間

和

博�

増

田

秀

樹

�

小

原

徹

也�

住

田

和

正

�

�

野

口

秀

幸

�

東
日
本
営
業
部
長�

西
日
本
営
業
部
長�

特
販
営
業
部
長�

営
業
推
進
部
長�

開
発
部
長�

井
上
洋
二
郎�

斎

藤

正

明�

土

　

和

広

�

斎

藤

　

稔�

高

木

　

章�

�

品
質
保
証
部
長�

製
造
部
長（
兼
）小
田
原
工
場
長�

栃
木
工
場
長�

堺
工
場
長�

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
プ
ラ
テ
ッ
ク（
株
）�

�

松

本

圭

司�

川

畑

哲

也�

鈴

木

　

茂�

狭

間

祐
二�

山

條

和

明�

�

暮らしのある風景�
�

新
年
ご
あ
い
さ
つ�

特
集�

新
時
代
を
迎
え
た�

電
線
類
地
中
化
事
業�

施
工
現
場
レ
ポ
ー
ト�

次
世
代
型
電
線
共
同
溝
（
東
京
都
・
板
橋
区
）�

製
品
案
内�

共
用
F
A
管
E
B
曲
管（
ア
イ
ブ
ロ
ー
曲
管
）�

に
っ
ぽ
ん
探
訪�

ト
ロ
ッ
コ
電
車
で
巡
る
絶
景
の
旅�

（
富
山
県
・
黒
部
市
）�

工
事
店
さ
ま
訪
問
記�

吉
枝
工
業
株
式
会
社
（
富
山
県
）�

ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋�

「
レ
ジ
袋
を
上
手
に
活
用
し
よ
う
！
」
の
巻�

Ｐ
Ａ
Ｌ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン�

2
0
0
6
年
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞�

ス
ロ
ッ
プ
シ
ン
ク
用
掃
除
口
付
片
受
け
管�

展
示
会
報
告�

管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
（
名
古
屋
＆
東
京
）
�

秋
田
水
道
展�

読
者
Ｑ
＆
Ａ�

塩
ビ
ふ
た
の
色
の
変
更
に
つ
い
て�

レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
・
ク
ッ
キ
ン
グ�

「
豚
肉
と
大
根
の
あ
っ
さ
り
カ
レ
ー
」�

読
者
お
便
り
コ
ー
ナ
ー�

イ
ラ
ス
ト
あ
り
が
と
う�

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
ク
イ
ズ
「
私
は
誰
で
し
ょ
う
」�

編
集
後
記�

236891314151617192022 PAL 160�

２００７新年号�

�

トロッコ電車で巡る�
絶景の旅�
日本一深いＶ字渓谷の黒部川流域。�

そこでは、美しく雄大な自然と�

その力を最大限利用しようとする�

先人たちの英知を見ることができる。�

�
P9にっぽん探訪（富山県・黒部市）より�
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●施工区間全線で、分岐管の取り付けが可能。�
●共用ＦＡ方式の適用範囲を拡大し、コスト縮減に貢献。�
●曲線角度は通常曲管と同じ。共用ＦＡ方式におけるボディ管などとの縦列配管も可能。�

�

●施工区間全線で、分岐管の取り付けが可能。�
●共用ＦＡ方式の適用範囲を拡大し、コスト縮減に貢献。�
●曲線角度は通常曲管と同じ。共用ＦＡ方式におけるボディ管などとの縦列配管も可能。�

�

電
線
共
同
溝
工
事
で
災
害
に
強
い
通
り
に�

変
貌
す
る
環
状
七
号
線�

�

特 集�
各
国
の
都
市
事
情
と
地
中
化
事
業
前
夜�

�

　
空
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
電
線
は
、消
防
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、

電
力
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
供
給
の
面
で
も
問
題
が
多
い
。
ま
た
電

柱
は
地
震
や
台
風
に
よ
る
倒
壊
が
心
配
さ
れ
、激
突
な
ど
交
通
事
故

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
電
線
類
の
地
中
化
は
そ
う
し
た
問
題
を

一
掃
し
、都
市
防
災
や
景
観
整
備
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。�

　
今
回
は
、そ
う
し
た
電
線
類
地
中
化
事
業
の
変
遷
と
、そ
れ
に
製
品
技

術
で
貢
献
す
る
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
よ
う
。�

特 集�

整備後�

ロンドン（ピカデリー・サーカス）�

新
時
代
を
迎
え
た

新
時
代
を
迎
え
た�

電
線
類
地
中
化
事
業

電
線
類
地
中
化
事
業�

�

新
時
代
を
迎
え
た�

電
線
類
地
中
化
事
業�

�

”次
世
代
型
“で
面
的
整
備
が
加
速�

�

整備前（東京都中央区日本橋）�

キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
か
ら
C.
C.
B
O
X
へ�

�

：
�

　
ロ
ン
ド
ン
100
％
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
72
％
、東
京
7
％（
23
区
）。
欧

米
と
日
本
の
無
電
柱
化
率
の
差
は
大
き
い
。
し
か
し
そ
の
背
景

に
は
、各
都
市
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。�

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
都
市
で
は
、電
力
供
給
が
始
ま
っ
た
時
点
で

都
市
の
姿
は
成
熟
し
て
お
り
、景
観
に
配
慮
し
て
地
中
化
す
る

の
は
当
然
と
さ
れ
た
。
ま
た
19
世
紀
末
の
ロ
ン
ド
ン
は
、治
安
維

持
の
た
め
に
街
灯
の
設
置
が
重
要
な
公
共
事
業
と
さ
れ
、地
中

化
が
進
め
ら
れ
た
。
同
じ
こ
ろ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
電
線
が
空
を

覆
い
つ
く
し
て
い
た
が
、「
裸
線
」
で
あ
っ
た
た
め
に
感
電
事
故
が

続
発
。
行
政
主
導
で
地
中
化
が
推
進
さ
れ
、現
在
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
姿
が
つ
く
ら
れ
た
。�

　
一
方
、日
本
は
、敗
戦
で
焦
土
と
化
し
た
都
市
を
一
刻
も
早
く
復
興

さ
せ
る
た
め
に
、電
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
と
さ
れ
た
。
電
柱

を
立
て
て
電
線
を
は
る
。こ
れ
が
も
っ
と
も
手
っ
取
り
早
く
、市
民
も

行
政
も
、電
線
が
街
の
美
観
を
損
な
う
と
い
う
意
識
は
薄
か
っ
た
。�

　
し
か
し
高
度
経
済
成
長
を
経
て
人
々
の
気
持
に
余
裕
が
生
ま

れ
る
と
、都
市
防
災
や
景
観
整
備
の
観
点
か
ら
架
空
線
廃
止
論

が
高
ま
る
。
そ
こ
で
電
力
や
通
信
事
業
者
は
、需
要
の
多
い
大
都

市
部
を
中
心
に
全
額
自
己
負
担
で
地
中
化
工
事
を
行
う
が
、さ

ま
ざ
ま
な
既
設
管
路
に

悩
ま
さ
れ
る
な
ど
、
労

多
く
し
て
功
少
な
し
と

い
っ
た
感
が
あ
っ
た
。
ま

た
整
備
に
は
法
的
強
制

力
が
な
い
た
め
、
地
中

化
は
ご
く
一
部
の
地
域

に
限
ら
れ
て
い
た
。�

　
そ
し
て
迎
え
た
昭
和

61
年
（
1
9
8
6
）
、つ
い
に
行
政
が
動
い
た
。
建
設
省
（
当
時
）

が
「
電
線
類
地
中
化
事
業
」
を
策
定
し
、よ
う
や
く
国
策
と
し
て

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
�

　
第
1
期
か
ら
第
3
期
ま
で
、電
線
類
の
地
中
化
は
、大
規
模
な
商

業
地
域
や
駅
周
辺
と
い
っ
た
、電
力
・
通
信
需
要
の
大
き
な
と
こ
ろ

で
進
め
ら
れ
て
き
た
。一
方
で
、中
規
模
商
店
街
や
歴
史
的
景
観
地
区

な
ど
か
ら
の
事
業
要
請
も
増
加
。「
新
電
線
類
地
中
化
計
画（
平
成

11
〜
15
年
）
」で
は
、こ
れ
を
「
電
線
類
地
中
化
の
新
時
代
」
と
謳
い
、

幹
線
整
備
か
ら
面
整
備
へ
の
シ
フ
ト
を
示
唆
し
て
い
る
。�

　
そ
の
後
は
、「
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
」「
都
市
景
観

　
昭
和
61
年
度
か
ら
5
か
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
電
線
類

地
中
化
計
画
」
。
現
在
は
第
5
期
の
段
階
に
あ
る
が
、各
年
次
毎

に
地
中
化
の
ス
タ
イ
ル
は
変
遷
し
て
い
る
。�

　
第
1
期
（
〜
平
成
2
年
度
）で
は
、蓋
か
け
式
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
U
字
溝
を
用
い
た
「
キ
ャ
ブ（c

a
b
 
c
a
b
le
 
b
o
x

）シ

ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
方
式
が
推
奨
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
歩

道
幅
が
4.5�
m
以
上
必
要
と
す
る
大
が
か
り
な
も
の
。
道
路
管
理
者

が
工
費
の
一
部
を
賄
っ
て
く
れ
る
と
は
い
え
、電
力
・
通
信
事
業
者

の
負
担
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
第
2
期
（
平
成
3
〜

6
年
度
）で
は
、道
路
管
理
者
・
電
線
管
理
者
・
地
方
自
治
体
で
構

成
さ
れ
た
電
線
類
地
中
化
協
議
会
で
事
業
計
画
を
諮
る
べ
し
と

さ
れ
、費
用
負
担
も
関
係
者
間
で
協
力
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
。�

　
そ
う
し
た
な
か
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、平
成
7

年
に
「
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
制
定

さ
れ
た
。
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
構
造
を
、よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
「
電

線
共
同
溝
（C

.C
.B
O
X

）
に
替
え
る
制
度
で
あ
る
。
第
3
期
電

線
類
地
中
化
計
画
（
平
成
7
〜
10
年
）で
は
、同
法
に
基
づ
い
て

『
電
線
共
同
溝
方
式
を
積
極
的
に
採
用
す
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
』と
謳
わ
れ
た
。�

　
C.
C.
B
O
X
は
、主
に
塩
化
ビ
ニ
ル
管
を
用
い
て
ケ
ー
ブ
ル

を
収
容
す
る
も
の
。コ
ン
パ
ク
ト
な
構
造
に
加
え
、軽
量
で
取
り

扱
い
や
す
く
、既
設
管
の
回
避
と
い
っ
た
現
場
対
応
が
容
易
で
、

工
事
コ
ス
ト
も
低
減
で
き
る
こ
と
か
ら
大
い
に
注
目
さ
れ
た
。
そ

し
て
平
成
10
年
度
末
に
は
、全
国
で
約
3
4
0
0
km
の
地
中
化

を
達
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。�

ロンドン、パリ、ボン�

ベルリン�

ミュンヘン�

ニューヨーク�

東京（23区）�

仙台市�

福岡市�

横浜市�

広島市�

大阪市�

神戸市�

名古屋市�

札幌市�

さいたま市�

100�

  99.2�

  88.3�

  72.1�

    7.3�

    3.0�

    3.3�

    2.8�

    4.9�

    3.1�

    2.3�

    2.3�

    1.0�

    1.2�

�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

�

欧米主要都市と日本の都市の無電柱化の現状�

国土交通省道路局�
ホームページより一部抜粋�

●海外の都市は電気事業連合
会調べによる1977年の状
況（ケーブル延長ベース）��
●日本の都市は国土交通省調
べによる2005年3月末の
状況（道路延長ベース）�
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●施工区間全線で、分岐管の取り付けが可能。�
●共用ＦＡ方式の適用範囲を拡大し、コスト縮減に貢献。�
●曲線角度は通常曲管と同じ。共用ＦＡ方式におけるボディ管などとの縦列配管も可能。�

�

●施工区間全線で、分岐管の取り付けが可能。�
●共用ＦＡ方式の適用範囲を拡大し、コスト縮減に貢献。�
●曲線角度は通常曲管と同じ。共用ＦＡ方式におけるボディ管などとの縦列配管も可能。�

�

ボディ管φ250に挿入されたさや管φ30、φ50

▲�

コ
ン
パ
ク
ト
設
計
で
コ
ス
ト
を
縮
減
す
る�

共
用
F
A
方
式�

電
線
共
同
溝
工
事
で
災
害
に
強
い
通
り
に�

変
貌
す
る
環
状
七
号
線�

Field Report Now

施工現場レポート�
電線共同溝（C.C.BOX）工事�

電
線
共
同
溝
工
事
で

電
線
共
同
溝
工
事
で
災
害
災
害
に
強
い
通
り
通
り
に�

変
貌
す
る
環
状
七
号
線

変
貌
す
る
環
状
七
号
線�

�

電
線
共
同
溝
工
事
で
災
害
に
強
い
通
り
に�

変
貌
す
る
環
状
七
号
線�

�

5

　
東
京
都
で
は
平
成
16
年
〜
20
年
度
を
期
間
と
す
る
「
無
電

柱
化
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、セ
ン
タ
ー
コ
ア
エ
リ
ア（
山
手

通
り
と
荒
川
に
囲
ま
れ
た
地
域
）内
お
よ
び
環
状
七
号
線
、鎌

倉
街
道
、町
田
街
道
等
の
幹
線
道
路
を
災
害
時
の
緊
急
輸
送

路
と
し
て
地
中
化
を
推
進
し
て
い
る
。�

　
そ
の
幹
線
道
路
の
一
つ
、環
状
七
号
線
、通
称
「
環
七
通
り
」

の
板
橋
区
小
茂
根
で
電
線
類
地
中
化
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

計
画
で
は
東
京
武
蔵
野
病
院
か
ら
川
越
街
道
の
約
1.5
ｋ
ｍ
区
間

を
5
期
に
分
け
、現
在
、第
3
期
目（
約
330�
m
）の
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
沿
道
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
飲
食
店
、自
動
車
販

売
会
社
が
軒
を
並
べ
、交
通
量
も
非
常
に
多
い
地
域
だ
。�

　
現
場
の
歩
道
は
4.5�
m
と
比
較
的
広
い
が
、都
市
特
有
の
様
々

な
既
設
管
が
輻
輳
し
て
い
る
。
電
線
類
地
中
化
工
事
に
は
、電

線
共
同
溝（
C.
C.
B
O
X
）で
コ
ン
パ
ク
ト
な
工
事
が
可
能
な

共
用
F
A（
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
）方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
方

式
は
、複
数
の
通
信
事
業
者
の
幹
線
ケ
ー
ブ
ル
保
護
管
を
ボ
デ

ィ
管
内
に
ま
と
め
て
収
容
し
、引
き
込
み
ケ
ー
ブ
ル
は
ボ
デ
ィ
管

と
上
下
並
行
し
て
配
管
さ
れ
る
共
用
F
A
管
に
多
条
収
納
さ

れ
る
。
こ
の
共
用
F
A
管
よ
り
共
用
F
A
分
岐
管
を
使
用
し
て

各
家
庭
や
事
業
所
に
通
信
・
情
報
ケ
ー
ブ
ル
が
配
線
さ
れ
る
。�

　
工
事
の
指
揮
を
執
る
中
央
・
Ｃ
株
式
会
社
の
小
茂
根
作
業

所
所
長
の
尾
崎
堅
さ
ん
は
、「
掘
削
幅
や
掘
削
深
さ
が
従
来
の

地
中
化
工
事
と
比
べ
て
狭
く
か
つ
浅
く
で
き
る
た
め
、コ
ス
ト

東京都�
板橋区�

新
時
代
を
迎
え
た�

電
線
類
地
中
化
事
業�

�

参考文献�
●『失われた景観』（松原隆一郎著／PHP新書）�
●『電気と工事（2004年10月号）』�
●国土交通省道路局ホームページ�
（http://www.mlit.go.jp/road/）�
●同省四国地方整備局道路部ホームページ�
（http://www.skr.mlit.go.jp/road/index2.html）�
● C.C.BOX管路システム研究会ホームページ�
（http://www.jbx.jp/）�
�

計画名��

第１期電線類地中化計画�

第2期電線類地中化計画�

第3期電線類地中化計画�

新電線類地中化計画�

無電柱化計画（第5期）�

�

実施期間�

�

�

S61年度～�

H3年度～�

H7年度～�

H11年度～�

H16年度～�

�

H2年度�

H6年度�

H10年度�

H15年度�

H20年度�

�

実績延長�

�

�

約1,000km�

約1,000km�

約1,400km�

約2,100km�

注）約3,000km(計画)�

�

の
向
上
」「
都
市
災
害
の
防
止
」「
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信

頼
性
向
上
」
を
目
的
と
し
て
、電
線
類
地
中
化
・
地
中
化
以
外
に
よ

る
更
な
る
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
「
無
電
柱
化
推
進
計
画
（
平
成

16
年
〜
20
年
）
」
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
電
線
類
地
中
化
で
は
よ

り
コ
ン
パ
ク
ト
な
管
路
構
造
が
求
め
ら
れ
、「
次
世
代
型
電
線
共
同

溝
」
が
本
格
的
に
採
用
さ
れ
て
き
た
。�

　
次
世
代
型
電
線
共
同
溝
は
、情
報
通
信
・
放
送
系
の
引
き
込
み

ケ
ー
ブ
ル
を
共
用
F
A
管
１
管
に
多
条
収
容
し
、幹
線
ケ
ー
ブ

ル
を
ボ
デ
ィ
管
1
管
に
集
約
す
る
も
の
。
従
来
型
に
比
べ
て
管
路

構
造
が
さ
ら
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
り
、幅
の
狭
い
歩
道
や
歩
道
の

な
い
道
路
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
こ
こ
に

用
い
ら
れ
る
各
種
ケ
ー
ブ
ル
保
護
管
に
は
、優
れ
た
施
工
性
は

も
と
よ
り
、高
い
強
度
や
耐
食
性
、難
燃
性
、電
気
絶
縁
性
、水
密

性
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
性
能
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
備
え

た
管
材
の
開
発
・
供
給
を
通
し
て
、無
電
柱
エ
リ
ア
の
拡
大
に
貢

献
し
て
い
る
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
で
あ
る
。�

　
電
線
類
地
中
化
事
業
は
、い
よ
い
よ
新
時
代
へ
と
加
速
し
は
じ

め
た
の
で
あ
る
。�

電線地中化計画の実績及び計画（全国）�

注）無電柱化計画（第5期）については、実施及び合意予定延長である。�

電線類地中化以外による�
無電柱化�
�

電線共同溝方式�

�

裏 配 線 �

軒下配線�

�

電線共同溝方式以外�

●自治体管路方式�
●単独地中化方式�
●要請者負担方式�
�

地中化による無電柱化�

無電柱化�

コンパクト 2.5m未満�

2.5m以上�

対 象�幅の広い歩道�

従来型電線共同溝�

対 象�幅の狭い歩道、歩道のない車道�

次世代型電線共同溝�

電力管�
（低圧電力）�

電力管�
（高圧電力）�

�
共用FA�
分岐管�

電力管�

分岐管�

共用FA管�
（引込み�
ケーブルを�
多条収容）�

フリーアクセス管�

ボディ管（幹線ケーブルを集約）�

さや管�

通信管（各事業者用）�
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●施工区間全線で、分岐管の取り付けが可能。�
●共用ＦＡ方式の適用範囲を拡大し、コスト縮減に貢献。�
●曲線角度は通常曲管と同じ。共用ＦＡ方式におけるボディ管などとの縦列配管も可能。�

�

製品案内�

電線共同溝の配管は、道路線形に追従する場合や地

下埋設物などを回避する際に曲管（5mR管、10mR管）

が使用されます。しかし、ＦＡ方式や共用ＦＡ方式で用

いられる分岐管は、これまで直管へ取り付ける製品し

かありませんでした。そのため各家屋の引込位置が

曲管使用区間にある場合は、掘削位置を変更したり再

掘削する必要が生じ、工事に多大な手間がかかってい

ました。そこでクボタシーアイは、現状の直管用分岐

管が取り付けられる『アイブロー（ＥＢ）曲管』を開発。

曲線区間で分岐ができないという問題を解消しました。�

●施工区間全線で、分岐管の取り付けが可能。�
●共用ＦＡ方式の適用範囲を拡大し、コスト縮減に貢献。�
●曲線角度は通常曲管と同じ。共用ＦＡ方式におけるボディ管などとの縦列配管も可能。�

�

●施工区間全線で、分岐管の取り付けが可能。�
●共用ＦＡ方式の適用範囲を拡大し、コスト縮減に貢献。�
●曲線角度は通常曲管と同じ。共用ＦＡ方式におけるボディ管などとの縦列配管も可能。�

�従来品とアイブロー（EB）曲管の比較（φ150）�
L

直 線 区 間 �

Z

Dt

θ
�

単位：mm

呼び径�

150�

�

�

（最大）�

�

外径�

D�

�

厚さ�

t（最小）�

有効長�

Z

全長�

L

225�

�

165�

�

8.9�

�

1,000�

�

1,165�

�

角度�

θ�

11.46°�

5.73°�

�

曲率半径※�

R�

�

�

�

5,000�

10,000�

�※曲率半径は、連続接続時の管路曲率�

受口長�

無電柱化推進計画の�
早期実現に貢献します。�

�

無電柱化推進計画の�
早期実現に貢献します。�

�

分岐取付範囲標線�

アイブロー（EB）曲管�

情報・通信ケーブ
ルを収納するボデ
ィ管（右）とFA管
（左）（この後、管
枕で上下にセット）�

▲�

中央・Ｃ株式会社の
小茂根作業所所長
の尾崎堅さん�

▲
�

共用FA分岐管を使用して分岐�▲�

5mの電力管が次々運び込まれる。軽量のためハンドリン
グが良い。�

▲�ボディ管に挿入するさや管にあらかじめ番
号を記入してケーブルの種類を管理する。�

▲�

電力管の接合�▲�

環七通り 左側が今回の工事サイド、右側は電線類が地中化済み�▲�

電
線
共
同
溝
工
事
で
災
害
に
強
い
通
り
に�

変
貌
す
る
環
状
七
号
線�

�

縮
減
が
可
能
で
あ
る
」
と
共
用
F
A
方
式
の
メ
リ
ッ
ト

を
語
る
。
ま
た
、幹
線
道
路
の
飲
食
店
で
は
深
夜
ま
で

営
業
が
行
わ
れ
、工
事
時
間
は
非
常
に
制
限
さ
れ
る
。

そ
の
点
、コ
ン
パ
ク
ト
な
工
事
が
可
能
な
共
用
F
A
方

式
で
あ
れ
ば
、工
事
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
え
、施
工
距

離
も
伸
び
る
。
本
工
事
で
は
、共
用
F
A
管
な
ら
び
に

ボ
デ
ィ
管
の
一
日
の
施
工
距
離
が
約
20
m
で
あ
っ
た
。�

　
今
回
、環
七
通
り
の
外
回
り
で
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
反
対
側
の
内
回
り
で
は
電
線
類
は
地
中
化
さ
れ
、

歩
道
は
広
々
し
て
い
る
。
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
災
害
に

強
く
、美
し
い
町
並
み
が
ま
た
新
た
に
完
成
す
る
。�

新
時
代
を
迎
え
た�

電
線
類
地
中
化
事
業�

�
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アイブロー（EB）曲管�
5ｍＲ相当品 11.46° （10ｍＲ相当品 5.73°）�



Canyon

黒部峡谷鉄道�乗車期間は、毎年5月1日～11月30日まで。乗車料金は普通客車で大人宇奈月～欅平往復2,880円（変
更の可能性あり）列車はオープン型の「普通客車」の他、窓が付いている「特別客車」、窓付き＋座席が転換
できる「リラックス客車」、窓付き＋天井がガラス張りになった「パノラマ客車」がありそれぞれ料金が異なる。�
予約・お問い合わせ：0765-62-1011

▲�

▲
�

奥鐘橋�
高さ34ｍで絶景が楽し
めるポイント。橋の先に
は名剣温泉や祖母谷温
泉などの秘湯がある。�

▲� 人喰岩�
歩道のために人工的に
造られたもの。�

▲�

黒部万年雪�
百貫山に降った雪が雪
崩れで堆積し、新雪が降
るまで残っている。春や
夏であればその固まりも
もっと大きい。�

▲�

鐘釣温泉�
19世紀初頭に開湯した。
河原に温泉が噴き出て
露天風呂が楽しめる。実
際、観光客が多いので足
湯をする人が多いが、人
目をはばからず裸で入
浴する人もいる。�

▲�

猿飛峡�
黒部川でもっとも川幅が狭く（3～4ｍ）、その昔猿が
川を飛び超えたことよりこの名がつけられたという。
昭和39年特別天然記念物に指定された。川幅の狭
い（上流方向）ところもさることながら、曲がり終わっ
た下流側の風景も山をバックにしているため美しい。�

宇奈月宇奈月温泉郷温泉郷�

鐘釣温泉旅館鐘釣温泉旅館�黒部万年雪黒部万年雪�

猿飛峡猿飛峡�

奥鐘橋奥鐘橋�

人喰岩人喰岩�

宇奈月宇奈月発電所発電所�

新柳河原発電所新柳河原発電所�

出し平ダム�

平和平和の象�

う� づき�な�

宇奈月宇奈月�

くろ� なぎ�

黒　薙黒　薙�

かねかね� つり�

鐘　釣鐘　釣�

けやき�だいだいら�

欅  平�

宇奈月温泉郷�

鐘釣温泉旅館�黒部万年雪�

猿飛峡�

奥鐘橋�

人喰岩�

宇奈月発電所�

新柳河原発電所�

黒部川第二発電所�

出し平ダム�

平和の象�

う� づき�な�

宇奈月�

くろ� なぎ�

黒　薙�

かね� つり�

鐘　釣�

けやき�だいら�

欅  平�

富山
県・黒

部市
�

富山
県・黒

部市
�

全
国
平
均

全
国
平
均
の
約
2
倍
の
雨
が
降
る�

黒
部
川

黒
部
川
の
流
域
。

流
域
。�

そ
の
豊
富
豊
富
な
水
量
水
量
と
急
流
急
流
が�

水
力
発
電

水
力
発
電
に
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、�

大
正
時
代

大
正
時
代
か
ら
開
発
開
発
が
始
ま
っ
た
。�

開
発
開
発
の
重
要
重
要
な
足
と
な
っ
た
「
黒
部
軌
道

黒
部
軌
道
」
。�

観
光
化

観
光
化
さ
れ
た
ト
ロ
ッ
コ
電
車
電
車
で�

日
本
日
本
一
深
い
V
字
渓
谷

字
渓
谷
と�

た
く
ま
し
い
発
電
事
業

発
電
事
業
の�

足
跡
を

足
跡
を
た
ど
る
。�

全
国
平
均
の
約
2
倍
の
雨
が
降
る�

黒
部
川
の
流
域
。�

そ
の
豊
富
な
水
量
と
急
流
が�

水
力
発
電
に
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、�

大
正
時
代
か
ら
開
発
が
始
ま
っ
た
。�

開
発
の
重
要
な
足
と
な
っ
た
「
黒
部
軌
道
」
。�

観
光
化
さ
れ
た
ト
ロ
ッ
コ
電
車
で�

日
本
一
深
い
V
字
渓
谷
と�

た
く
ま
し
い
発
電
事
業
の�

足
跡
を
た
ど
る
。�

富山県�

黒部�

電
力
開
発

電
力
開
発
に
よ
り
切
り
開
か
れ
た
黒
部
峡
谷

黒
部
峡
谷
�

� 電
力
開
発
に
よ
り
切
り
開
か
れ
た
黒
部
峡
谷
�

�
光
と
影
の
渓
谷
美
に�

圧
倒
さ
れ
る�

　
黒
部
峡
谷
口
に
あ
る
宇
奈
月
温
泉
か
ら

出
発
す
る
か
わ
い
ら
し
い
ト
ロ
ッ
コ
電
車
。

時
速
16
ｋ
ｍ
と
い
う
ゆ
っ
く
り
し
た
ス
ピ
ー

ド
で
20
ｋ
ｍ
先
の
欅
平
を
目
指
し
て
登
っ

て
い
く
。
出
発
地
点
で
は
ま
だ
ま
だ
20
℃

を
超
え
る
気
温
で
あ
っ
た
が
、乗
客
の
多
く

は
防
寒
具
を
着
て
い
る
。
本
当
に
そ
ん
な

に
寒
く
な
る
の
か
と
思
う
ほ
ど
の
暖
か
さ

で
あ
る
が
、ト
ン
ネ
ル
を
超
え
る
た
び
に

気
温
が
下
が
り
、手
に
持
っ
て
い
る
衣
服
を

す
べ
て
着
こ
む
こ
と
に
な
っ
た
。
変
わ
る
渓

谷
の
景
色
に
期
待
が
高
ま
る
中
、約
1
時

間
20
分
の
旅
を
経
て
欅
平
駅
に
到
着
し
た
。�

　
ま
ず
最
初
に
目
指
し
た
の
が
、特
別
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
猿
飛
峡
」。

欅
平
駅
よ
り
遊
歩
道
を
通
っ
て
約
20
分
ほ

ど
歩
く
。
こ
の
遊
歩
道
は
細
い
が
よ
く
整

備
さ
れ
て
い
て
小
さ
い
子
供
で
も
簡
単
に

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
あ
い
に
く
、

空
は
雲
に
覆
わ
れ
、光
が
差
し
こ
む
こ
と

が
な
か
っ
た
が
、川
幅
が
極
端
に
細
く
な
っ

て
い
る
た
め
、そ
の
分
水
深
が
増
し
、透
き

通
る
よ
う
な
深
い
グ
リ
ー
ン
で
、ま
さ
し

く
秘
境
の
雰
囲
気
だ
。�

　
欅
平
駅
近
く
に
は
、「
奥
鐘
橋
」
と
い
う

朱
塗
り
の
橋
が
川
に
か
か
っ
て
い
る
。こ
こ

は
誰
も
が
記
念
撮
影
を
す
る
絶
景
ポ
イ
ン

ト
。
山
の
緑
を
バ
ッ
ク
に
朱
色
の
橋
が
ひ

と
き
は
映
え
る
た
め
だ
。
こ
の
橋
を
わ
た

り
き
れ
ば
す
ぐ
に
岸
壁
を
え
ぐ
り
取
ら
れ

た
よ
う
な
岸
壁
が
現
れ
る
。
そ
の
名
を「
人

喰
岩
」
。
歩
道
を
作
る
た
め
人
口
的
に
作

ら
れ
た
が
、人
を
飲
み
込
む
よ
う
に
見
え

る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
。�

　
欅
平
の
帰
り
に
は
、鐘
釣
駅
で
下
車
し

た
。
こ
こ
で
の
見
所
は
、夏
で
も
溶
け
な

い
と
さ
れ
る
万
年
雪
。
川
の
対
岸
に
雪
崩

で
堆
積
し
た
雪
が
真
夏
で
も
残
る
。
列
車

か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、駅
近
く

に
展
望
台
が
設
置
さ
れ
そ
の
全
貌
が
観

察
で
き
る
。
さ
ら
に
近
く
で
見
る
た
め
に

長
い
階
段
を
降
り
、川
原
に
到
着
し
た
。

河
原
と
い
っ
て
も
、小
さ
な
石
が
コ
ロ
コ
ロ

転
が
っ
て
い
る
い
る
よ
う
な
河
原
で
は
な

い
。
巨
石
が
上
流
へ
も
下
流
へ
も
行
く
手

を
ふ
さ
ぐ
、V
字
峡
谷
の
壮
大
さ
を
実
感

で
き
る
場
所
で
あ
る
。�

　
さ
ら
に
そ
の
上
流
に
は
、鐘
釣
温
泉
が

あ
る
。
こ
こ
に
は
河
原
に
沸
く
露
天
風
呂

が
あ
り
、実
際
に
裸
で
入
浴
す
る
人
、足
湯

を
楽
し
む
人
さ
ま
ざ
ま
。
私
の
前
に
は
韓

国
人
旅
行
客
が
み
ん
な
で
足
湯
を
楽
し
ん

で
い
た
。
こ
の
黒
部
峡
谷
に
は
韓
国
だ
け

で
な
く
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
。

日
本
を
代
表
す
る
美
し
い
渓
谷
と
温
泉
が

手
軽
に
楽
し
め
る
か
ら
だ
。�

け
や
き
だ
い
ら�

910



Hot spring Power plants

黒部川電気記念館�
黒部川水系に建設された発電所に関する資
料やビデオ映像が見れる。また、トロッコ電
車沿線のビデオもあるため、トロッコ電車に
乗る前に見てみると行程がよく分かる。�
冬期：9～16時（火曜日休館）、�
夏期：7時30分～18時�
TEL：0765-62-1334�
�

▲�

宇奈月発電所�
平成12年5月竣工。宇奈月ダム
から最大毎秒70m3を取水して、
最大2万キロワットを発電。隣接
する宇奈月ダムは、情報資料館「大
夢来館（だむこんかん）」があり、
ダムのしくみや黒部川の自然な
どを解説。自由に入場できる。�

▲�

新柳河原発電所�
平成5年4月竣工。最大4.1万キロ
ワットを発電。昭和2年に造られた
柳河原発電所が宇奈月ダム建設に
よって水没するため新たに建設さ
れた。ダム湖の対岸へは車でも行
くことができ、発電所の全景とトロ
ッコ電車が行き交う景色が楽しめる。�

▲� ▲�出し平ダム�
昭和60年に竣工。貯水池に
流入した土砂を排砂し、ダム
機能を維持するため、堤体
の左右両側に排砂設備を設
置。日本で初めての試み。�

▲�

黒部川第２発電所�
昭和11年7月に竣工。建築家・山口文象がデザイ
ンし、景観設計の先駆けとされた。国立公園である
ために建築家がデザインしたと言われている。縦
横の直線的なラインが特長。建築史上、重要であり
ながら今なお稼働している、近代土木遺産である。�

大原台自然公園からの宇奈月温泉を望む�
立山連山に発した黒部川が宇奈月温泉を通り、流下しては
八千ヘクタールの沃野を潤して日本海に注ぐ。天気が良
ければ富山湾や能登半島まで見える。�

▲�

温泉噴水�
富山地方鉄道、宇奈月温泉駅前に建つ宇奈
月温泉のランドマーク。60℃もあるという
ことで手を浸ければ、もちろん「あちち」。�

▲
�

足湯「おもかげ」�
宇奈月温泉の開湯
80周年を記念して
作られた。お湯の温
度は40℃とちょう
どいい湯加減。屋根
も付いているので、
コミュニケーション
の場になっている。�

▲
�

平和の像」�
旧宇奈月町出身の彫
刻家・佐々木大樹氏が
制作した大観世音像。
住民の幸せを念じ、文
化の高揚と真に平和
の象徴として、永遠に
人々の指針となること
を願って造られたもの。�

▲
�

宇奈月温泉郷�

鐘釣温泉旅館�黒部万年雪�

猿飛峡�

奥鐘橋�

人喰岩�

宇奈月発電所�

新柳河原発電所�

出し平ダム�

平和の象�

う� づき�な�

宇奈月�

くろ� なぎ�

黒　薙�

かね� つり�

鐘　釣�

けやき�だいら�

欅  平�

富山
県・黒

部市
�

全
国
平
均
の
約
2
倍
の
雨
が
降
る�

黒
部
川
の
流
域
。�

そ
の
豊
富
な
水
量
と
急
流
が�

水
力
発
電
に
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、�

大
正
時
代
か
ら
開
発
が
始
ま
っ
た
。�

開
発
の
重
要
な
足
と
な
っ
た
「
黒
部
軌
道
」
。�

観
光
化
さ
れ
た
ト
ロ
ッ
コ
電
車
で�

日
本
一
深
い
V
字
渓
谷
と�

た
く
ま
し
い
発
電
事
業
の�

足
跡
を
た
ど
る
。�

富
山
県
で
も
有
数
の
名
湯�

　
黒
部
峡
谷
鉄
道
の
出
発
点
で
あ
る
宇
奈

月
温
泉
は
、富
山
県
内
の
温
泉
地
で
は
最

大
級
の
温
泉
地
で
あ
る
。
そ
の
昔
、与
謝
野

鉄
幹
や
与
謝
野
晶
子
ま
た
川
端
康
成
な
ど

の
文
化
人
や
昭
和
天
皇
も
訪
れ
た
と
い
う

歴
史
あ
る
温
泉
。
そ
の
源
泉
は
黒
部
川
上

流
の
黒
薙
温
泉
に
あ
り
、毎
日
3
千
ト
ン

も
の
湯
を
送
っ
て
い
る
。
源
泉
段
階
で
96
℃

と
非
常
に
高
温
で
、湯
量
も
豊
富
で
あ
る

の
が
特
徴
だ
。�

　
こ
の
温
泉
郷
に
は
大
型
ホ
テ
ル
や
旅
館
、

そ
し
て
民
宿
ま
で
様
々
な
タ
イ
プ
の
宿

が
あ
る
。
我
々
も
宇
奈
月
温
泉
駅
の
近
く

に
あ
る
民
宿
で
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
夜
、夕
刻
よ
り
降
り
出
し
た
雨
は
、大

雨
に
な
り
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。
し
か
し

食
事
の
後
に
、珍
し
い
も
の
は
無
い
か
と

傘
を
片
手
に
外
に
出
た
。
す
る
と
駅
前
の

温
泉
噴
水
が
、夜
に
も
関
わ
ら
ず
勢
い
よ

く
吹
き
出
て
い
た
。
温
水
と
共
に
湯
煙
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
た
め
、昼
間

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
美
し

い
。「
是
非
と
も
写
真
に
」
と
同
行
の
カ

メ
ラ
マ
ン
を
呼
び
に
帰
っ
た
。
三
脚
や
ス

ト
ロ
ボ
を
用
意
し
、無
人
の
駅
前
で
撮
影

を
開
始
。
温
水
か
ら
も
う
も
う
と
沸
き
立

つ
湯
煙
が
う
ま
く
写
真
に
撮
れ
る
か
心

配
し
な
が
ら
撮
影
を
行
っ
た
。�

　
宇
奈
月
温
泉
で
も
う
一
つ
是
非
、見
て

み
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ト
ロ
ッ
コ

電
車
か
ら
山
の
上
に
見
え
た
塔
の
よ
う

な
も
の
。
車
掌
の
話
に
よ
る
と
、そ
れ
は

宇
奈
月
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
「
平

和
の
像
」
と
い
う
巨
大
像
で
、車
で
行
く

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
駅
前
か
ら
宇
奈

月
ス
キ
ー
場
を
目
指
し
て
ど
ん
ど
ん
登
っ

て
い
く
。
さ
ら
に
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ

の
上
を
登
っ
て
い
く
。
車
で
約
15
分
ぐ
ら

い
走
っ
た
だ
ろ
う
か
、よ
う
や
く
到
着
。

そ
こ
は
広
々
と
し
た
公
園
に
な
っ
て
お
り
、

「
大
原
台
自
然
公
園
」
と
名
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
像
は
公
園
の
中
心
に
堂
々
と
建
っ

て
い
る
。
そ
の
高
さ
12.7�
m
、重
さ
が
29
ト

ン
。
町
を
見
下
ろ
す
山
の
頂
上
で
、町
の

平
和
と
繁
栄
を
見
続
け
て
い
る
。
展
望
台

に
も
な
っ
て
い
る
こ
こ
か
ら
は
、温
泉
街

を
黒
部
川
が
流
れ
、日
本
海
へ
と
注
い
で

い
く
様
が
一
望
で
き
る
。
旅
を
締
め
く
く

る
に
は
最
高
の
眺
め
で
あ
っ
た
。�

�

電
力
開
発
に
よ
り
切
り
開
か
れ
た
黒
部
峡
谷
�

�

は
く
び�

▲
�

先
人
が
築
い
た
技
術
の
結
晶�

　
ト
ロ
ッ
コ
電
車
に
乗
っ
て
い
て
、美
し

い
景
色
と
と
も
に
圧
倒
さ
れ
る
の
が
、発

電
所
や
そ
れ
ら
の
ダ
ム
群
。
元
々
「
黒
部

軌
道
」
と
し
て
工
事
用
に
開
発
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、現
在
で
も
こ
の
沿
線
で

は
電
力
関
係
者
が
働
く
姿
や
関
連
の
施

設
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。�

　
宇
奈
月
を
出
発
し
、一
つ
目
の
鉄
橋
で

あ
る
新
や
ま
び
こ
橋
を
渡
る
と
す
ぐ
に

宇
奈
月
発
電
所
が
現
れ
る
。
宇
奈
月
発

電
所
は
、黒
部
川
水
域
の
ダ
ム
の
中
で
は

最
も
新
し
い
。
こ
の
発
電
所
の
特
徴
は
、

黒
部
峡
谷
の
景
観
に
調
和
す
る
よ
う
水

平
ラ
イ
ン
を
強
調
し
た
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ

イ
ン
。
ま
た
、通
常
は
屋
外
に
設
置
さ
れ

る
変
電
設
備
や
開
閉
設
備
を
す
べ
て
発

電
所
建
屋
内
に
格
納
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ス
ッ
キ
リ
し
た
外
観
に
な
っ
て
い
る
。 �

　
続
い
て
現
れ
る
の
が
発
電
所

の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
に
付
く

「
新
柳
河
原
発
電
所
」
。こ
の
発

電
所
も
比
較
的
新
し
く
、周
囲

の
景
観
に
配
慮
し
西
洋
の
城
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
デ

ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
写
真
の

格
好
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
て
、同
乗
し
て
い
る
人
た
ち

が
一
斉
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
た
。�

　
さ
ら
に
ト
ロ
ッ
コ
電
車
が
上
っ
て
い
く

と
高
さ
76.7�
m
の
出
し
平
ダ
ム
と
そ
の
ダ

ム
湖
が
見
え
て
く
る
。
ト
ロ
ッ
コ
電
車
か

ら
も
放
水
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、

迫
力
満
点
で
あ
る
。
車
内
の
案
内
に
よ

る
と
こ
の
ダ
ム
の
特
長
は
、日
本
で
最

初
の
排
砂
ゲ
ー
ト
を
設
け
た
こ
と
で
、

ダ
ム
に
堆
積
し
た
土
砂
を
こ
れ
に
よ
っ

て
定
期
的
に
排
出
し
て
ダ
ム
の
能
力
を

維
持
し
て
い
る
。�

　
車
内
か
ら
一
番
、そ
の
全
貌
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
、「
黒
部
川
第
2
発
電

所
」
。こ
の
発
電
所
は
、戦
前
の
モ
ダ
ン
建

築
の
白
眉
、山
口
文
象
氏
に
よ
る
デ
ザ
イ

ン
で
、富
山
の
建
築
百
選
に
も
選
ば
れ
て

い
る
。
縦
、横
の
直
線
的
な
ラ
イ
ン
が
特

徴
と
車
内
の
案
内
が
あ
る
が
、素
人
に
は

建
築
物
と
し
て
の
価
値
が
分
か
り
に
く
い
。�

　
ト
ロ
ッ
コ
電
車
の
終
点
で
あ
る
欅
平
か

ら
先
は
、仙
人
谷
ダ
ム
、そ
し
て
有
名
な

黒
部
ダ
ム
へ
と
続
い
て
い
る
。
大
正
6
年

に
調
査
を
開
始
し
、そ
れ
以
降
数
多
く
の

水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
、現
在
、地
下

式
の
物
も
含
め
て
10
機
が
稼
働
し
て
い
る
。

こ
こ
で
生
ま
れ
た
電
力
が
日
本
の
工
業

化
を
支
え
、ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
技
術
が
新
た
な
電
力
開
発
の
基

礎
と
な
っ
た
。�

�
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「
高
校
時
代
、競
輪
選
手
に
な
る
の
が

夢
だ
っ
た
ん
で
す
」
。
自
分
の
高
校
に
は
自

転
車
部
が
無
か
っ
た
た
め
自
ら
ク
ラ
ブ
の
発
足
に
奔
走
し
た
。
し
か
し
、

自
転
車
仲
間
を
集
め
た
も
の
の
、安
全
性
の
問
題
か
ら
学
校
の
許
可
が

下
り
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
競
輪
の
夢
は
捨
て
き
れ
ず
、友
人
同
士
で

練
習
を
行
っ
た
。
ま
た
、地
元
企
業
の
自
転
車
競
技
部
に
所
属
す
る
知

人
の
紹
介
で
、富
山
競
輪
場
の
バ
ン
ク
で
富
山
や
高
岡
の
高
校
生
に
混

ざ
っ
て
練
習
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
自
転
車
に
明
け
暮
れ
た
毎

日
で
あ
っ
た
が
、競
輪
を
知
れ
ば
、知
る
程
そ
の
難
し
さ
を
知
り
、プ
ロ

の
道
を
断
念
し
た
。�

　
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
高
校
、大
学
時
代
。
老
舗
の
設

備
工
事
店
を
営
む
父
は
何
も
干
渉
せ
ず
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
が
、

大
学
3
年
の
時
、進
路
を
決
定
す
る
よ
う
吉
枝
氏
に
促
し
た
。「
家
業

を
継
ぐ
の
か
、継
が
な
い
の
か
」
。
祖
父
が
興
し
た
家
業
を
果
た
し
て

自
分
が
守
れ
る
の
か
、ま
た
父
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
の
か
、悩
み

抜
い
た
末
、継
ぐ
こ
と
を
決
断
。
富
山
の
同
業
他
社
で
修
行
し
た
後
、

吉
枝
工
業
に
戻
っ
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
3
年
、31
歳
の
若
さ
で

社
長
に
就
任
し
た
。�

　
間
も
な
く
社
長
就
任
4
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
吉
枝
氏
に
現

在
の
課
題
に
尋
ね
て
み
る
と
、人
材
の
確
保
と
育
成
を
挙
げ
た
。
会
社

の
構
成
上
、若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
に
片
寄
り
、中
堅
の
社
員
が
少
な
い
。
こ

の
た
め
早
く
若
手
を
育
て
る
よ
う
、各
責
任
者
に
は
厳
し
い
指
導
を
徹

底
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
吉
枝
の
未
来
を
担
う
新
人
獲
得
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。「
都
会
の
よ
う
な
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
土
壌
で
も

な
い
た
め
、で
き
る
だ
け
純
粋
な
若
者
を
入
れ
、た
た
き
上
げ
る
し
か

な
い
」
と
語
る
。�

　
人
材
に
こ
だ
わ
る
理
由
と
し
て
は
、「
最
終
的
に
は
仕
事
は
、客
先
に

出
る
営
業
や
職
人
の
応
対
に
よ
っ
て
決
ま
る
」
と
い
う
確
信
が
あ
る
か

ら
だ
。「
気
は
い
く
ら
使
っ
て
も
減
る
物
で
は
な
い
」
と
、絶
え
ず
客
先

で
の
「
気
配
り
」
を
社
員
に
徹
底
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、蛇
口
の
修
理
や

ト
イ
レ
の
修
理
な
ど
小
さ
い
仕
事
を
大
切
に
し
、大
き
い
仕
事
に
つ
な

げ
て
い
く
と
い
う
、潜
在
的
な
顧
客
獲
得
に
も
余
念
が
な
い
。�

　
60
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
吉
枝
工
業
は
、魚
津
、黒
部
、入
善
、朝
日

と
い
う
新
川
地
区
で
は
一
目
置
か
れ
、古
く
か
ら
の
顧
客
も
多
い
。
し
か

し
、仕
事
が
か
つ
て
の
よ
う
に
多
く
な
い
今
日
、現
状
に
甘
ん
じ
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
仕
事
に
も
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
一
方
、他
社
が
見
向
き
も
し
な
い
激
安
の
仕
事
に
も

興
味
を
示
す
。
そ
こ
に
は
必
ず
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
か

ら
だ
。「
体
力
の
あ
る
う
ち
は
何
に
で
も
挑
戦
し
ま
す
よ
」
と
笑
う
吉

枝
氏
。
創
業
百
年
を
目
指
し
、老
舗
の
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
が
新
し
い
会

社
を
創
っ
て
い
く
。�

�

代表取締役 吉枝 貴之さま�
昭和46年黒部市に生まれる。昭和18年創業、

黒部市の設備工事店の老舗、吉枝工業の若

きリーダー。少ない休日にはバイクで自然の中

を疾走する。�

吉枝工業株式会社�
本　社：富山県黒部市三日市2884-2�

主業務：管工事設計施工、冷暖房空気調和・給排水衛生設備、�
さく井設計施工、消防設計工事、上下水道、�
簡易水道工事、土木建設業�

伝
統
を
守
り
、�

新
し
い
会
社
を
模
索
す
る�

す
ご
〜
い
！
�

切
れ
目
を
目
を
入
れ
る
と
�

縦
方
向

縦
方
向
に
ス
ー
っ
と
�

避
け
る
か
ら
、�

ひ
も
代
も
代
わ
り
に
も
な
る
。
�

�袋
は
物
を
物
を
入
れ
る
も
の
っ
て
い
う
�

固
定
観
念

固
定
観
念
が
あ
る
と
、�

こ
の
ワ
ザ
は
思
い
�

つ
か
な
い
だ
ろ
う
ね
ぇ
�

「レジ袋を上手に　　�
　活用しよう！」の巻�

レ
ジ
袋
っ
て
、�

増
え
る
と
邪
魔
に
�

な
る
の
よ
ね
ぇ
�

小
さ
く
丸
め
て
�

ラ
ッ
プ
の
芯
に
�

ギ
ュ
ー
ギ
ュ
ー
�

詰
め
て
ご
ら
ん
。
�

場
所
を
取
ら
な
い
し
、�

取
り
出
す
時
も
�

カ
ン
タ
ン
さ
。
�

そ
の
手
が
�

あ
っ
た
か
！
�

�ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
�

レ
ジ
袋
ホ
ル
ダ
ー
も
作
れ
る
ね
�

そ
の
ま
ま
腕
を
抜
い
て
、 
 
�

こ
ん
な
感
じ
に
。
�

最
後
に
つ
な
げ
た
持
ち
手
を
下
に
し
て
、�

底
を
カ
ッ
ト
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
へ
入
れ
、�

口
か
ら
持
ち
手
を
出
し
て
お
く
。
�

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
切
り
口
に
テ
ー
プ
を
貼
る
と
�

　
よ
り
安
全
に
使
え
る
よ
！
�

1
枚
づ
つ
ラ
ク
に
引
き
出
せ
る
。
�

切
れ
目
を
入
れ
る
と
�

縦
方
向
に
ス
ー
っ
と
�

裂
け
る
か
ら
、�

ひ
も
代
わ
り
に
も
な
る
。
�

�袋
は
物
を
入
れ
る
も
の
っ
て
い
う
�

固
定
観
念
が
あ
る
と
、�

こ
の
ワ
ザ
は
思
い
�

つ
か
な
い
だ
ろ
う
ね
ぇ
�

な
る
ほ
ど
…
�

あ
っ
、雨
！
�

あ
わ
て
な
い
、�

あ
わ
て
な
い
…
�

良
い
子
の
み
ん
な
は
、�

絶
対
真
似
し
な
い
�

よ
う
に
！
�

し
な
い
よ
�

持
ち
手
を
腕
に
通
し
、つ
な
ぐ
方
の
�

持
ち
手
を
片
方
持
つ
。�

※あまり重い物を�
　束ねたりつないだり�
　しないで下さい。�
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第26回管工機材・設備総合展�
（名古屋市吹上ホール）�

管工機材・設備総合展�

展示会報告� E x h i b i t i o n  r e p o r t �
�

「熱」「彩」「備」をテーマに、�
建築設備用配管材の新製品を披露�

�

名古屋＆東京�

　管工機材や設備機器の最新製品・技術・情報を公開した、『管工

機材・設備総合展』が、昨年、名古屋（10月5～7日）と東京（10月

18～20日）で開催されました。�

　このなかでクボタシーアイは、「熱」「彩」「備」をテーマに、建

築設備用プラスチック配管材の新製品を発表。電気温水器やエコ

キュートに対応する高温排水システムや、耐候性向上樹脂をコー

ティングして変色・退色を抑えた『タフカラーパイプ』のほか、万一

の災害に備えて各家庭に水道水を備蓄しておく『貯水機能付防災

ヘッダー（仮称）貯めるゾー』を参考出典するなど、時代のニーズ

に応える各種製品に、名古屋、東京の両会場とも、大勢のご来場者

から注目を集めました。�

秋田水道展�

機能とコスト両面から�
ライフラインの耐震性向上を提案�

�

　昨年10月18・19日の両日、秋田県立武道館屋外

駐車場で、（社）日本水道工業団体連合会主催による

水道展（第40回水道資機材展示会）が開催されました。

ここでクボタシーアイは、水道ビジョン・水道事業ガイ

ドラインで耐震管として認定された「水道配水用ポリ

エチレン管」の製品や工法を中心に展示。φ300の

鋳鉄管のなかにφ200の水道配水用ポリエチレン管

を挿入して管路更新を行う「パイプインパイプ」の紹

介コーナーでは、実際の施工現場の画像を流し、来場

者の関心を集めました。また、差込むだけで離脱防止

機能が働く「離脱防止金具内蔵・SGR-VN形継手」

の展示など、機能とコスト両面から、ライフラインの

耐震性向上を提案しました。� 名古屋会場�

第38回管工機材・�
設備総合展�
（東京都立�
産業貿易センター）�水道展�

東京会場�

ミルクホワイト�アイボリー� ココアブラウン�

カラーパイプとともに、豊富なカラーバリエーションで建物の外観にスッキリマッチ！�
�

シルバーグレー�

PAL インフォメーション�

デザイン� 機　能� 施 工 性� 3拍子揃って新登場！�
�

スロップシンク用�

掃除口付片受け管�
CO-SK

●本体が凸凹（ゴツゴツ）している。��

●蓋枠の奥行きが長く、清掃器具が入りづらい。��

●子どもでも簡単に開けられる。��

●本体と蓋が別製品で、接着箇所が多い。�

従来品�

▲
�

蓋内面�

デザイン�

●蓋部の出っ張りをなくした、流面形のシン
プルで美しいライン。蓋内面は滑らかな
R形状で、掃流性にも優れています。��

●蓋枠の奥行き寸法が短いため点検・清掃
器具を入れやすく、清掃が容易に行えます。�

機　能�

●蓋の開閉は、ドライバーで1/8回転させる
タンパプルーフ方式。手による開閉が難し
いため、事故やイタズラを防止します。�

施　工�

●本体と蓋枠が一体化。接着箇所が少なく、
スピーディーな施工が行えます。�

NEW! CO-SK／CO-SK-L
※CO-SK-Lは、ヤリトリ機能付90°Y�
（LEST-SK70×50）との接続用です。�

CO-SK-L

本管呼び径75�
×�

掃除口径65

マンションなどに多いバルコニー用スロップシンク。その立て

配管に用いられる排水継手のひとつ“掃除口付片受け管”で、

クボタシーアイは、2006年度のグッドデザイン賞を受賞

しました。同賞は1957年に通商産業省によって創設された

総合的デザイン評価・推奨制度。人々の生活を豊かにする

「優れたデザイン」に授与されています。�

2006年グッドデザイン賞受賞�2006年グッドデザイン賞受賞�2006年グッドデザイン賞受賞�

CO-SK CO-SK-L�

�
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塩ビふたの色が変わると聞いたのですが、なぜ色を変えるのですか？�

マテリアルリサイクルを可能にするために、色調を「みかげ」から「ライト」に変更致します。
今まで「みかげ」色は、塩ビ以外の異種原料を含んでいたため、マテリアルリサイクルができま
せんでした。そこで「ライト」色にすることにより、マテリアルリサイクルが可能となり、環境配
慮型製品となりました。�

&�

「みかげ」色はリサイクルできないのですか？�

いいえ、フィードストックリサイクルが可能です。�

色調以外には変わることはないのですか？�

変わりません。色調以外の寸法、構造、性能などは、現行通りです。また色調が「ライト」になっ
ても、日本下水道協会規格品(JSWAS K-7)ですので、安心してご使用ください。�

いつから色が変わるのですか？�

昨年１２月末をもって生産を中止し、順次「ライト」色に切り替えております。ご理解とご協力の
程、よろしくお願いいたします。�

マテリアルリサイクルとは…�
使用済みの塩ビ製品をもう一度塩ビ原料として利用する方式で、リサイクルとして最も望ましい方法。�

�

2種類あった基本デザインを集約しました。�

フィードストックリサイクルとは…�
使用済みの塩ビ製品を、他の製品の原材料として利用する方式。�

使用済品の流れ�

使用済品�

ライトふた�

みかげふた�

マテリアルリサイクル�

フィードストックリサイクル�

ラ イ ト�み か げ�
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もり
だく
さん！

�

大
阪
府
・�

株
式
会
社
小
山
水
道
技
術
研
究
所�

松
本
由
紀
子
さ
ま�

偶
然
！�

　
な
ん
と
い
う
偶
然
で
し
ょ
う
。
今
月

（
昨
年
10
月
）28
日
、29
日
、門
司
港
に

友
達
5
人
で
出
掛
け
ま
す
。「
に
っ
ぽ
ん

探
訪
」
を
詠
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
人

力
車
の
こ
と
を
詳
し
く
書
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
の
が
嬉
し
い
で
す
。
P
A
L
を

忘
れ
ず
持
っ
て
い
き
ま
す
。�

■
お
役
に
立
て
て
光
栄
で
す
。
人
力
車

の
乗
り
心
地
は
い
か
が
で
し
た
か
。�

大
阪
府
・
伊
丹
市
水
道
局�

秋
本
　
寛
さ
ま�

「
に
っ
ぽ
ん
探
訪
」
に
興
味�

　
い
つ
も
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
今
号

は
、門
司
港
レ
ト
ロ
の
記
事
が
興
味
深
か
っ

た
で
す
。
明
治
〜
昭
和
初
期
に
建
て
ら

れ
た
建
物
な
の
に
、今
で
も
お
し
ゃ
れ
で

ス
テ
キ
な
の
は
、な
ん
だ
か
不
思
議
な
感

じ
で
す
。
旅
行
し
た
く
な
り
ま
し
た
。�

■
町
や
ビ
ル
が
近
代
化
す
る
な
か
、こ
う

し
た
温
も
り
の
あ
る
景
観
に
は
心
癒
さ

れ
ま
す
ね
。
大
事
に
保
存
・
活
用
さ
れ
て

い
る
方
々
の
ご
苦
労
に
も
感
じ
入
り
ま
す
。�

岡
山
県
・
岡
山
市
水
道
局�

三
木
一
郎
さ
ま�

合
併
で
大
き
な
組
織
に�

　
平
成
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、当
町

旧
灘
崎
町
も
岡
山
市
と
な
り
、水
道

行
政
に
つ
い
て
も
、局
と
い
う
大
き
な
組

織
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

P
A
L
を
拝
読
し
、知
識
を
養
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。�

■
多
く
の
方
か
ら
、市
町
村
合
併
で
組
織

が
変
わ
ら
れ
た
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
す
。

益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。�

福
岡
県
・
浮
羽
郡
管
工
事
協
同
組
合�

江
嶋
佐
季
さ
ま�

薄
く
て
も
読
み
応
え�

　
毎
回
毎
回
、ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

知
恵
袋
は
本
当
に
タ
メ
に
な
り
ま
す
。

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
P
A
L
は
、と
て
も

薄
い
冊
子
な
の
に
、内
容
は
豊
富
で
読

み
応
え
が
あ
り
ま
す
。�

■
う
れ
し
い
ね
ぇ
〜
。
も
っ
と
も
っ
と
教

え
て
あ
げ
よ
う
か
ね
ぇ
。（
ミ
ズ
エ
）�

兵
庫
県
・
株
式
会
社
潮
　
商
会�

潮
　
宗
弘
さ
ま�

姪
の
が
ん
ば
り�

　
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
姪（
6
年
生
）

が
水
調
べ
を
し
た
。
採
取
場
所
・
温
度
・

P
H
度
・
軟
硬
水
・
透
明
度
等
。
自
然

水
か
ら
田
の
水
、は
て
は
プ
ー
ル
の
水
ま�

で
、頑
張
っ
た
お
陰
で
町
内
の
作
品
展

に
選
ば
れ
ま
し
た
。よ
か
っ
た
、よ
か
っ
た
。

■
一
生
懸
命
な
姪
御
さ
ん
の
ご
様
子
が

目
に
浮
か
び
ま
す
。�

パルちゃんの�
レッツトライクッキング�

材�料�（2～3人分）�

調味料�水……………適量�
サラダ油……大さじ1�
塩、こしょう…各少々�

熱した鍋にサラダ油（大さじ1）を
入れ、豚肉を炒める。�
肉の色が変わったら大根を入れ、
さらに炒める。�

大根は皮をむいて、薄い�
“いちょう切り”にする。�

全体に油がまわったら塩・こしょうを
ふり、材料が浸るぐらい水を入れる。�
沸騰したらアクをとり、大根に火が通
まで煮る。�

大根の歯ごたえを楽しむために、作
りたてを召し上がれ！�

牛乳かプレーンヨーグルトを大さじ1
杯程度加えると、味がまろやかに�
なって食べやすくなるよ！�
�

お好みのカレールゥ�
／適量�

大根／1/2本�

豚肉（こま切れ）�
／300g

みなさんこんにちは。今回は
冬野菜の代表、「大根」を使っ
たカレーにトライです。�
大根の歯ごたえと豚肉のうま
味が美味しい、あっさり味の
カレー。カロリー控えめで、
お財布にもやさしい一品です。�

大根に火が通ったら
お好みのカレールゥ
を入れて煮溶かす。�

豚肉と大根のあっさりカレー�豚肉と大根のあっさりカレー�豚肉と大根のあっさりカレー�
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個人情報保護について�

クボタシーアイは、個人情報保護に関す
る法令やガイドライン等を遵守すべく、
個人情報保護方針を定めています。こ
れに則りPALにお寄せいただいた全て
のお便り（電子メール含む）に記載され
た個人情報は、本誌送付先管理や各種
照会に対する回答、クイズ当選景品の発
送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）
等の利用目的に限定し、その範囲を超
えてお客様の個人情報を取り扱うこと
は致しません。また個人データの安全
管理が図られるよう、当社従業員、委託
先等に対する必要かつ適切な監督を行
うとともに、印刷や送付等で個人データ
を第三者との間で共同利用する場合は、
当該第三者との間で契約や取り決めを
交わす等、法令上必要な措置を講じます。�

＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホー
ムページ（http://www.kubota-ci.co.jp）
に掲載しています。�

兵庫県・宇野ポンプ店�
宇野正宏さまの作品�

福岡県・中間市水道局�
宮沢路子さまの作品�

千葉県・�
松戸市役所建築保全課�
中村有紀さまの作品�

北海道・小樽市水道局�
浜田隆治さまの作品�

愛知県・�
名古屋市上下水道局�
川瀬正孝さまの作品�

福島県・�
県南農林事務所�

阿部朝雄さまの作品�

第159号の正解�
答：古田敦也�
多数のご応募ありがとうございました。�
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。�

ヒント�

　今回のテーマは、昨年話題になった人たち。ひと
つの漢字を起点に水平・垂直にマス目を進んで行
くと、その人物の名前が出てきます。最後まで解答
できたら4つの漢字が余りますので、それを並べか
えてある人物の名を当ててください。はさみ込み
葉書に答えを書いてお送りください。正解者多数
の場合、抽選で100名様に記念品を進呈します。�

当選個数は1個です。色の指定はご容赦願います。（マウスは含まれません）�

ブラウン色調の高級感場所をとらないコンパクトタイプ�

※ここにご紹介する以外にも、今回も多くのお便り、イラストを
お送りいただきました。誠にありがとうございました。�

安 丹 波 田 中 将 �
倍 佑 哲 藤 樹 大 �
昭 恵 郎 子 志 子 �
毅 橋 本 聖 剛 礼 �
興 田 亀 新 庄 佐 �
紀 亜 井 向 斎 土 �

●久々のファーストレディー誕生。�
●代理出産に新たな司法判断。�
●話題ふりまく、浪速の闘拳。�
●2006東京国際女子マラソンでQちゃん下す。�
●いよいよプロ入り。楽天が指名。�
●元五輪選手、現国会議員、3児の母。�
●日本一になるも、惜しまれつつ引退。�
●いよいよ大霊界の住人に。合掌。�

■黒部峡谷トロッコ電車での写真撮影

アドバイス。普通列車の場合、座席自

由のため写真を撮るならば欅平方面

に向かって右端の席に座ってください。

左側は山側であまり撮れる風景が少

ないためです。また、線路はクネクネ曲

がり、鉄柱も多いのでシャッターを切る

のは早めに。�
�

■都内でのC.C.BOXの夜間工事。昼

間は上着がいらないほどのポカポカ陽

気。「この分だと、夜もそんなに寒くは

ないはず」とすっかり油断してしまった。

しかし、夜になると一気に気温が下がり、

取材途中に上着を取りに帰えることに。

そんな寒い夜でも懸命に作業をされる

工事関係者に感謝をしながら現場を

後にしました。�
�

■編集部へのお便りは官製はがきで

も結構です。次号もよろしく！�

山
口
県
・�

山
口
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会�

柳
井
出
張
所�

河
村
和
子
さ
ま�

災
害
で
知
る
水
の
あ
り
が
た
さ�

　
昨
年
の
台
風
で
、停
電
に
よ
る
2
日

間
の
断
水
を
経
験
し
ま
し
た
。
水
の
あ

り
が
た
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
自
然
災

害
の
地
震
に
よ
る
被
害
も
報
道
さ
れ
る

な
か
、今
回
の
特
集
は
興
味
深
く
読
ま

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。『
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
』

に
対
す
る
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
役
割
の

大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。�

■
災
害
に
対
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確

保
は
、水
道
事
業
に
携
わ
る
全
て
の
人
た

ち
の
肩
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、優
れ
た
製
品
開
発
で

お
応
え
す
べ
く
、日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。�

島
根
県
・
ダ
イ
ケ
ン
商
事
株
式
会
社�

中
村
早
苗
さ
ま�

ち
ょ
っ
と
苦
し
い
か
も
…�

　
髪
が
伸
び
て
き
た
の
で
、美
容
院
へ

行
き
ま
し
た
。「
今
日
は
ど
う
さ
れ
ま

す
か
？
」「
短
め
に
カ
ッ
ト
し
て
下
さ
い
」

「
長
さ
は
？
」「
長
さ
は
、長
澤
ま
さ
み

く
ら
い
で
…
」（
ク
ス
ッ
・
笑
）。
家
に
帰
っ

て
夕
食
の
と
き
そ
れ
を
話
す
と
、「
お

母
さ
ん
、そ
れ
全
然
お
も
し
ろ
く
な
い
！

も
っ
と
笑
い
を
勉
強
し
た
ら
」
と
言
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ー
か
な
ー
。
髪

型
も
ほ
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。�

■
美
容
師
さ
ん
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
見
て

み
た
か
っ
た
で
す
。は
い
…
。�

宮
崎
県
・
小
林
市
役
所
都
市
計
画
課

池
田
龍
樹
さ
ま�

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル�

「
ロ
ミ
オ
」で
す
。�

■
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
ど
こ
に
・・・
。�

山
形
県
・
朝
日
町
建
設
水
道
課�

　
橋
さ
だ
子
さ
ま�

あ
た
り
前
を
支
え
る
苦
労�

　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
美
味
し
い
水
が
出

て
く
る
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
生
活
を

送
っ
て
い
た
私
が
、水
道
を
担
当
し
て
半

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、あ
た
り

前
の
生
活
の
裏
に
、た
く
さ
ん
の
技
術

や
水
を
守
る
人
達
の
思
い
と
行
動
が
あ

る
の
だ
と
改
め
て
知
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
P
A
L
は
情
報
源
の
ひ
と
つ
と

し
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

■
そ
う
思
う
と
、水
の
無
駄
遣
い
は
で

き
ま
せ
ん
ね
。�

豚肉と大根のあっさりカレー�
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